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研究テーマ
「グローバルな視野を持ちながら、ローカルに

たくましく生きる自立した生徒の育成」
―地域に根ざし持続可能な社会を目指す社会科学習と

「翼プロジェクト」との連続性を探る―



地域と主体的に関わり，社会で生きる意味や目的を自覚し，
社会参画する態度の育成をめざし，
地域社会の教育資源を活用した

社会科学習におけるカリキュラム開発

①社会科学習を核とした教科等横断的なカリキュラム編成
②地域社会の課題発見と課題解決のための学習過程を身に付
ける学び

③主権者として社会を支えていくために必要とされる公民と
しての資質・能力の育成

本年度の研究内容



本校の紹介

長野市立長野中学校
・中高一貫校(適性検査による入試選抜)
・市立長野高校は総合学科
・翼プロジェクト(総合的な学習の時間)を柱に、特色ある教育活動が行われている。



小単元
地方自治と私たち

～避難所運営を学んできた私たちにできること～

発表者：山崎 慎也

公民的分野
大単元「民主政治と政治参加」



①カリキュラム開発の構造図
小単元「地方自治と私たち」を総合的な学習の時間とのつながりを中心にとらえた構造図

東北修学旅行での学び
宮城県気仙沼市や南三陸町な
どを訪れ、語り部の方の話を
聴きながら被災地をめぐった。

学習カードより
・避難所では１人１人に違っ
た役割があるのではないかと
思った。私も何ができるのか、
考えていきたい。

石巻西高校 元校長先生による
「避難所運営」のワークショップ[総合的な学習の時間] [総合的な学習の時間][社会科での学習]



①カリキュラム開発の構造図
小単元「地方自治と私たち」を総合的な学習の時間とのつながりを中心にとらえた構造図

地域貢献活動での学び
例：「真田紐をPRしよう」
…地域に伝わる伝統工芸品の
良さを知り、発信する。
[学習カードより]
・様々な地域の方と交流しな
がら、地元の小学生に長野市
の伝統工芸品である真田紐に
ついて興味をもってもらうこ
とができてよかった。

市役所、地域住民の方へのインタビューや対話を通
して活動を進めてきた[総合的な学習の時間] [総合的な学習の時間][社会科での学習]



②単元展開
時 学習内容 学習問題 生徒の意識
１ 住民自治と

団体自治
地方自治はどのような考えに基づいて行われているのか。 地域の政治はそこに住む住民が積極的に関わったり、考えたり

することが大切なんだ。
長野市の政治やまちづくりの現状を知って、自分たちにできる
ことを考え、実行していきたい。

２ 地方自治の
仕組みと財源

地方自治はどのような仕組みや財源で行われているのか。 直接請求権という形で、住民が政治に参加することもできるん
だね。

３ 地方自治の課題 地方自治にはどのような課題があるのか。環境、人権、伝統、
防災、情報技術など、持続可能な社会の視点から考えよう。

３年前に台風19号によって千曲川が氾濫し、長沼や市立長野中
の周辺にも大きな被害が出たね。
台風19号をきっかけに防災の意識が高まっているけれど、この
地域の防災に対する備えはどうなっているんだろう。

４ 政治参加

※自治協議会の方の声を紹介

被災の後、人口減少が進んだ地域があるようだ。防災・安全と
いう視点から課題を考えよう。

５ 政治参加 避難所運営・開設マニュアルに自分たちの意見を伝えよう。

※自治協議会の方…授業参加

高齢者や障がいのある方などの立場を優先的に考えたい。
よりよい学校施設の利用方法を考えたい。
市の職員や地域の役員の方だけでの運営は大変そう。

６ 政治参加 自分たちが考えた避難所運営・開設マニュアルについて、効
率と公正の視点から見直そう。

省略

７ 単元の振り返り
（地方自治のま
とめ）

学習問題について、振り返ろう。 様々な側面、立場から長野市の未来を考えることができて良か
った。一人でも多くの人が社会に参画し、経験や知恵をしぼっ
て話し合い、解決策を見いだしていくことが大切ではないか。

学習課題：長野市や地域で持続可能な社会を実現するために
私たちができることは何だろう？

学習課題：防災の視点から、地域のために自分たちが
できることを考えよう。



③授業の実際

自分たちが住んでいる地域の問題を知る。
その問題についてできることをする。(住民自治)

学習課題：長野市や地域で持続可能な社会を実現するために
私たちができることは何だろう？

第１時 予想・見通し(Teamで共有)

災害について、過去の教訓から学び、今後につなげる。
被災地の商品を買う・一人一人の防災意識の向上(防災)

環境に配慮した生活をする。
（ごみの分別、プラスチック削減など）(環境)

長野市の魅力を発信して人口減少を抑える。
(総合的な学習の時間との関連)

社会的事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
解決しようとする態度



③授業の実際
学習課題：長野市や地域で持続可能な社会を実現するために

私たちができることは何だろう？

第４時 長野市の課題から、自分たちに実際にできることを考える場面

防災・安全の視点から、長野市や地域のためにできること、
避難所運営・開設の具体案を考え、地域に提案しよう。

避難所開設や運営の具体(施設
利用方法・必要物品・運営のシ
ュミレーション等)を学校と相
談して、つくっていきたい。

地域の自治協議会の皆さん

社会的事象について，よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に解決しようとする態度

私たち、東北で学ん
できたじゃん！「防
災・安全」について
考えていきたい。(前
時の学習カードより)



③授業の実際
学習課題：長野市や地域で持続可能な社会を実現するために

私たちができることは何だろう？

生徒の考えた根拠(付箋・対話より)
・１階の会議室はお年寄りが避難、
生活するスペースにする。→階段
がなく、保健室にも近いため。

・自衛隊の公的スペースは動線を考
え、セミナーハウス前に広場に置
く。(１F教室棟に入りやすい)

想定される使用例
(避難所開設・運営マニュア
ルより)
①ペット飼育スペース
②調理・炊き出しの場所
③支援物資置き場
④自衛隊の公的スペース
⑤仮設トイレ
⑥駐車場
⑦その他

第５時 実際に学校の施設をどう開放するかを話し合った場面

生徒の振り返り
・自分たちが普段過ごしているからこその気づきがあった。
・修学旅行のときの学びをいかしながら、どんな工夫ができるのかを考えることができた。色々な立場になっ
て考えると、視野も広がった。(多角的な視点)

校舎の利用方法をふせんに貼って共有

社会的事象について（多面的・）多角的に考
察したり，社会に見られる課題の解決に向け
て選択・判断したりする力



③授業の実際
学習課題：長野市や地域で持続可能な社会を実現するために

私たちができることは何だろう？

以下の４つのグループに分かれてシ
ュミレーション(市が作成する危機
管理防災マニュアルをもとに、中学
生でも手伝えること・学校の校舎や
備品を活用できること等)を考えた。
①本部総括班
②生活環境班
③健康福祉班
④物資食事班
※実際に長野市の危機管理防災課で
作られているマニュアルに基づく

↓
多面的な視点

生徒から出た考え
・市のホームページにある、
名簿、健康チェックシート、
掲示物を印刷して学校にお
いておく(効率)

・掲示板を使って現在所有
している物資の量を住居者
に提示する。(公正)

・手伝える生徒は、委員会
ごとに役割を分ける。

第５～６時 「効率」と「公正」の視点をもとに、避難所開設・運営のシュミレーションを行った場面

思考・判断したことを説明したり，
それらを基に議論したりする力



持続可能な社会の実現に向けて大切な考え方って何だろう？(小単元の終末)

学習課題：長野市や地域で持続可能な社会を実現するために
私たちができることは何だろう？

社会的事象に
ついて，
よりよい社会の
実現を視野に
課題を主体的に
解決しようとする
態度

学習カードより
・その施設に関わる立場の人たちがみんなで事前に話し合っておく
必要があると思った。

・上に立つ人だけでなく、住んでいる人全員が「協力しよう」とい
う意思をもって生活すること。

・高齢者、外国人、小さな子どもがいる家庭など、様々な立場に
なって物事を考えていくこと。

・その過程のどこかに自分が関わり、身近に感じたり考えたりする
ことが大切だと思う。



④成果と課題
成果
・地方自治の基本的な考え方である「住民自治」の考え方の理解と態度の育成
→身近な地域が抱えている課題を追究したことで、地域社会における住民の福祉は、住民の自発的努力
によって実現するものであることを、実感をもって理解することができた。

・総合的な学習から生徒の学びや意識をつなげる単元づくり
→市立長野中学校の教育課程の柱である「総合的な学習の時間」の中で学んできたことや感じてきたこ
とを、社会科の授業で効果的に位置づけ、生徒の追究のエネルギーにつなげることができた。

課題
・カリキュラム・マネジメントの視点から社会科と総合的な学習の位置づけの再考
→授業設計において地域が抱える課題解決に意識が傾斜し、総合的な学習が主で社会科本来の学びが
従となってしまいがちだったので、カリキュラム・マネジメントとして社会科の視点からの教育課程
の編成並びに教科横断的な授業設計の在り方を再検討したい。

・関係諸機関との連携
→地域の自治協議会と連携した学びに加え、今後行政の担当(危機管理防災課等)との連携や議員等と
の懇談等、より幅広く実社会の関係機関等との連携を限られた時間の中でどのように展開すべきか
を検討していきたい。



単元名

『Nagano do シテー？』

発表者：中村 広登

地理的分野
「地域の在り方」



地理的分野での試み

身近な地域の歴史

善光寺ウォーク

過去から現代に至る
歴史や文化のつながり

English Camp

留学生との交流で
長野市の魅力を伝える
（自然、歴史、人、観光等)

○夏休みを活用して地域調査
魅力：自然、歴史、産業
課題：災害、高齢化、開発の差

・北海道地方…自然環境に合わせた暮らし
・近畿地方…開発とまちづくり
・中部地方…産業と自然・社会条件
・東北地方…変容する文化との共存
・中国四国地地方…人口の偏在による問題
・関東地方…つながりによる地域の変化
・九州地方…自然災害とのたたかい

SDGs11：住み続けられるまちづくりを
「長野市が今後も住み続けられる地域に
なるためにはどうすれば良いのだろう？」

・長野市や他地域の総合計画の活用
・市役所職員との対話

『地域調査の手法』

『日本の諸地域』

『地域の在り方』

・現実社会の諸課題に関する現状や制度及び
概念についての理解

・調査や諸資料から情報を効果的に調べまと
める技能

・現実社会の諸課題について，事実を基に多
面的・多角的に考察し，公正に判断する力

・現実社会の諸課題の解決に向けて，協働的
に追究し根拠をもって主張するなどして合
意を形成する力

・自立した主体として，よりよい社会の
実現を視野に国家・社会の形成に主体
的に参画しようとする力

知識・技能

思考力・判断力・表現力

学びに向かう力・人間性等

主
権
者
教
育
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

総合的な学習の時間等



地理的分野での試み

・現実社会の諸課題に関する現状や制度及び
概念についての理解

・調査や諸資料から情報を効果的に調べまと
める技能

・現実社会の諸課題について，事実を基に多
面的・多角的に考察し，公正に判断する力

・現実社会の諸課題の解決に向けて，協働的
に追究し根拠をもって主張するなどして合
意を形成する力

・自立した主体として，よりよい社会の
実現を視野に国家・社会の形成に主体
的に参画しようとする力

知識・技能

思考力・判断力・表現力

学びに向かう力・人間性等

主
権
者
教
育
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

善光寺ウォーク

過去から現代に至る
歴史や文化のつながり

English Camp

留学生との交流で
長野市の魅力を伝える
（自然、歴史、人、観光等)

善光寺を案内する活動
〇善光寺には今まで何度も行ったこ
とはあったけど、１つ１つの意味を
知らずに参拝をしていたことに初め
て気づいた。
〇善光寺ウォークに向けて準備する
なかで、善光寺の歴史を初めて詳し
く知り、やっぱりすごいお寺だと思
いました。
➡長野市の観光の中心となる善光寺
の歴史や魅力に気づいた。
戸隠・飯綱を案内する活動

〇戸隠飯綱はとても自然豊かだった。
建物が少ない分、標高の高いところ
から見る景色は綺麗だった。
〇アスレチック等自然と共存できる
場所があった。
○蕎麦屋さんや神社があったりして、
長野らしさがあるなと思った。
➡長野市内の新たな魅力と特色に気
づいた

総合的な学習の時間等



地理的分野での試み

身近な地域の歴史

善光寺ウォーク

過去から現代に至る
歴史や文化のつながり

English Camp

留学生との交流で
長野市の魅力を伝える
（自然、歴史、人、観光等)

○夏休みを活用して地域調査
魅力：自然、歴史、産業
課題：災害、高齢化、開発の差

『地域調査の手法』

夏休みを利用して、長野市内の自分
の住む身近な地域の調査を行った。

〇自分の身近な地域に意外と古い歴
史や建物があったり、今住宅地の
所が昔は田んぼということを知っ
て驚いた。

〇地図を見たら、変化している所が
たくさんあった（電鉄や建物）。
気づいたところから問いを立てて
深堀したい。

➡地図やインタビューを通して、自
分の身近な地域の変化に気づいた。

・現実社会の諸課題に関する現状や制度及び
概念についての理解

・調査や諸資料から情報を効果的に調べまと
める技能

・現実社会の諸課題について，事実を基に多
面的・多角的に考察し，公正に判断する力

・現実社会の諸課題の解決に向けて，協働的
に追究し根拠をもって主張するなどして合
意を形成する力

・自立した主体として，よりよい社会の
実現を視野に国家・社会の形成に主体
的に参画しようとする力

知識・技能

思考力・判断力・表現力

学びに向かう力・人間性等

主
権
者
教
育
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
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総合的な学習の時間等



地理的分野での試み

総合的な学習等

身近な地域の歴史

善光寺ウォーク

過去から現代に至る
歴史や文化のつながり

English Camp

留学生との交流で
長野市の魅力を伝える
（自然、歴史、人、観光等)

『日本の諸地域』

『地域調査の手法』

【中国・四国地方】

人口、都市村落を中核とした考察で
中国・四国地方の現状や人口減少へ
の取り組みを調べてきた。
〇人を呼び込むために住みやすい環
境をつくることと、観光としても人
を呼びよせて町を知ってもらう工夫
の両方が必要。
〇過疎を止めるには…生活も仕事も
一緒にかえる必要があった。

➡人口減少問題の現状や解決の難し
さ、複合的に解決を目指すことの大
切さに気づいた

・現実社会の諸課題に関する現状や制度及び
概念についての理解

・調査や諸資料から情報を効果的に調べまと
める技能

・現実社会の諸課題について，事実を基に多
面的・多角的に考察し，公正に判断する力

・現実社会の諸課題の解決に向けて，協働的
に追究し根拠をもって主張するなどして合
意を形成する力

・自立した主体として，よりよい社会の
実現を視野に国家・社会の形成に主体
的に参画しようとする力

知識・技能

思考力・判断力・表現力

学びに向かう力・人間性等

主
権
者
教
育
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力



地理的分野での試み

時間 〇学習活動 学習問題

１
○長野市役所職員の方のお話を聞き、単元の見通しを持つ。
単元の学習課題例「長野市が今後も住み続けられるようなまちにしていくにはどうすればよいのだろう？」

２ 長野市ってどんな地域なのだろう？
〇「自然環境」「人口」「生活・文化」「産業」「開発」「つながり」等の視点から分担して調査する。

３ ○調査結果を説明し合い対話することで、長野市の地域的特色と課題を明らかにする。
長野市で今なんとかしなければいけない課題ってなんだろう？それってなぜ起きているんだろう？

家庭学習 〇自分の両親や祖父母、地域の方へ市の課題や現状について聞き取り調査をする。

４ 〇地域で起きている課題とその要因を考察し、まとめる。
※市役所職員の方に生徒の考えを伝え、意見をもらう（メール）。

５
長野市が今後も住み続けられるようなまちにしていくにはどうすれば良いのだろう？
〇これまでの学習をもとに、自分の考えをまとめる。

６ 〇考えたことを説明し合い、対話しながら、持続可能なまちづくりの在り方について検討する。

７ 〇市役所職員の方へ今後の長野市の在り方を伝え、意見をもらい、単元の学びの振り返りをする。

『地域の在り方』単元計画



地理的分野での試み
『地域の在り方』授業の実際

単元の学習課題
「長野市が今後も住み続けたくなるようなまちにしていくにはどうすればよいのだろう？」

【当初の生徒の予想・考え】
〇お店を増やす
〇交通網の整備
〇テーマパーク等の遊び場を作る
〇仕事ができる場所を増やす
〇若者を呼び寄せる支援、工夫

長野市役所企画政策部企画課の方

長野市が今後住み続けたくなるような地域を考えているところ。
中学生の考えも教えて欲しい。

学習課題①
「長野市はどのような地域なのだろう？」
地域的特色・課題をとらえる



地理的分野での試み
【生徒の感想】
〇ずっと住んできた長野市だったけど、知らないこと
もいっぱいあってびっくりした。
〇善光寺等の歴史とか自然とか魅力もいっぱいあるけ
ど、深刻な問題もあった。

【人口の変化について、地図に色分けして記入】

学習課題②「山間地や中心部で人口が減ったり、少
子高齢化が進んだりしているのはなぜだろう？」
社会的事象について多面的多角的考察する

人口減少 少子高齢化 人手不足 過疎化

【生徒聞き取りより】（一部） 社会的事象を調べまとめる

〇新しく家を建てる場所がない。昔から住んでいる人が
年をとってきている。新しい家が少ないので、子供も少
なく、空き家が多い。（中心部）
〇若者が出て行って高齢者が多い。人口減→バス減→人
口減 人口減→畑減、少子高齢化で若い人が少ない上に、
病院やスーパーがほぼない。戸隠は診療所1件と小店舗2
つ。（山間地）



地理的分野での試み
【生徒の感想】
〇若者が出て行く→人口が減→不便になるという悪循環が生まれていた…自分は何不自由なく暮らせて
いるから本当に危機感がなかった。正直こういう人がいるから問題が解決しないんだなと思った。

単元の学習課題
「長野市が今後も住み続けたくなるようなまちにしていくにはどうすればよいのだろう？」
課題解決に向けて選択・判断する、思考判断したことを説明したりそれらをもとに議論する

【生徒の見通し（欲しい資料）】
・長野市が今現在取り組んでいること
・他の地域で人口減少対策の取り組み
・空き家の現状
・長野市の土地・交通状況 等 神奈川県大和

市では…

長野市でも古
民家を活用し
ている例が…

市もできること
はやっている。
出生率を上げる
には、市では…



地理的分野での試み
班で意見交換をし、まとめたMicrosoft White board

山間地と中心部は「人口減少」や「少子高齢化」という課題が
同じでも、原因が違うことから、それぞれに対する対策や取り
組みが必要だと考えた班

お年寄りへのインタビュー内容（まちに障壁
が多くて生活しにくい等）から、若者だけで
なく、様々な世代や外国人も過ごしやすくな
る取り組みが必要だと考えた班



地理的分野での試み
【生徒のまとめ・感想】
〇調べてみると、今でも市で支援とか取り組んでいるらしいけど、住んでいて全く実感がなかった。市
全体を巻き込んでいかないと人を集めるのは難しいと思った。今ここに住んでいる人間として、高齢者
の意見を聞くことでこれからの課題を知り、解決していく機会になったと思う。
〇子育てしやすいように支援だけじゃなくて、空間を作った方がいいと思った。山間部は仕事やお店、
交通網を同時に増やすべきだと思った。（山間部は車がないと生活ができない）
〇地域独特の何かで観光客を呼び込み、住みやすい地域だとアピールする事が大切だと思った。
〇身近に感じる不便さとか職場体験の経験とか、データとかを活用してみんなで話し合ってすごく良い
案ができた。経験って大事。個人的にはインフラの整備、SNS活用が良いと思う。若者にも老人にも誰
にとっても良いまちって難しい…

【市役所職員との対話】・市街地と山間地や若者や高齢者等立場
を明確にして取り組みを考えたのが素晴
らしい。
・市役所では、限られた予算（大切な税
金）を必要なところやより効果がありそ
うなところに使うように考えている。
・長野市の魅力ってなんだろう？どうす
れば人々の心に届くかも一緒に考えたい。



地理的分野での試み
市役所職員の方との対話を終えて
【生徒のまとめ・感想】
〇長野市をよくための方法を見た時に、いくつかの視点でみることができると思う。例えば、なにか施
設を作るとき、お金がかかるけどそれに見合った利益があるのか。誰がその施設を運営するのか。人は
来るのか。場所はそこでいいのか。何か似たような施設はないのか等、いろいろな面からよしあしを考
えなければいけない。でも長野市をよくするためには何か行動をしなくちゃいけないし、ハイリスクハ
イリターンな面もあるから、頭をフル回転させなきゃいと思った。
〇今まで長野市で何気なく暮らしてきて、少しでも不便だなと思うところはあったけど、特に考えずぼ
ーっと過ごしていた。けれど、この単元になってから、長野市の現状や課題が見えてきて、・・・自分
たちが住んでいるところは住民全員で意見を出し合ってくるものだと思った。・・・今長野市が行って
いる制度や町おこしを自分はよく知らない。もっと調べて、どう役立っているのかをもっと知りたい。
できるなら参加してみて、少しでも貢献できたらいいと思った。長野には隠れた魅力もあるだろうから、
どんどん見つけて、いつかは超有名な市にしたい。今日はとても楽しかった。

【授業者が学んだこと】
・実社会がかかえる課題を追究することの良さ
・社会科の学習と総合的な学習の時間の学習とを関連づけて授業展開することの良さ
・社会科における学習内容の系統性に関して、地理的分野としての主権者教育の位置づけの難しさ
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